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Post 2020 Global Biodiversity Framework

UN Decade on 
Ecosystem Restoration

気候変動・人為影響下の生物多様性・生態系機能の喪失・劣化への懸念
à 気候変動や人為のインパクトも含めた監視・評価・予測が必要とされている

Rockström et al. (2009)
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生物多様性・生態系機能の観測・評価・予測
生物多様性・生態系機能の特徴

• 多面的な機能，生態系サービス
• 高い多様性，地理的な分布
• 気候変動・極端気象の影響の地理的不均一性
• 土地利用や資源利用のインパクト

観測・研究ネットワーク
p 生物多様性
p 生態系・生態系機能（炭素循環，水循環，
栄養塩循環など）

p 生態系や生物の季節的特性（フェノロジー）
l GEO BON，APBON，JBON
l GBIF，JBIF
l ILTER，JaLTER
l FLUXNET，AsiaFlux，JapanFlux
l PEN，PhenoCam
l GERI

第8期地球観測推進部会
（第3回）2019年9月13日

政策課題，社会・経済課題
Ø Nature-based Solutions
（気候変動緩和・適応，EcoDRRなど）

Ø Post 2020 Global Biodiversity Framework
Ø OECM認定，30by30目標
Ø TNFD
Ø TCFD
Ø カーボンニュートラル

生態系の時間・空間的スケールを横断する
観測・評価・予測と情報発信の推進が急務

Ø 観測・評価・予測の科学技術
Ø データ・知見・情報の可視化
Ø 人材育成
Ø アカデミア，研究機関，省庁，民間，自治体の連携
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GEO生物多様性観測ネットワーク（GEO BON）
https://geobon.org/

第１期GEO（2005～2015年）に全球規模での生物多様性観測を推進するために設立（2009年）。
遺伝子，種，生態系，生態系サービスなど様々な生物多様性関連情報を観測し，データを共有・公開する
ことを通じて，生物多様性の保全と適切な利活用に資する科学と意思決定，及びコミュニティ形成に貢献。

Essential Biodiversity Variables, EBV
（生物多様性必須観測項目群）

p 生物学および政策に貢献する必須観測項目群。生物学的な根拠，
環境変化に高い感度を持つこと，全球で共通であること，観測
可能であることなどの要件を有する。

p 遺伝的構造，種の個体群，種の形質，生物群集組成，生態系構
造，生態系機能，生態系サービスなどの大分類について多数の
項目を特定。

Users

National 
Governments

Navarro et al., (2017) Current Opinion in Environ Sust 4

Regional BONs (Asia-Pacific, Arctic, Europe)
National BONs (China, Columbia, French)
Thematic BONs (MBON, FW BON, Soil BON)

https://geobon.org/


アジア太平洋生物多様性観測ネットワーク（APBON）
http://www.esabii.biodic.go.jp/ap-bon/index.html

GEO BONに呼応して，CBD COP10（名古屋，2010年）を前に2009年に設立。環境省や大学・研究機関，
研究者の連携により運営（3ヶ国より共同議長／事務局：環境省生物多様性センター）。
GEOSSアジア太平洋シンポジウム（現，AOGEOシンポジウム）や独自の会合（ワークショップ，ウェビ
ナー），共同研究などを通じてコミュニティ構築，能力養成を展開。AOGEOの生物多様性分野を牽引。

IPBES Regional Assessment Report (2018)
主な研究課題
p 種多様性調査，生物多様性マップ化
p 生物多様性の変化の抽出
p 生物多様性へのリスクの評価
p 生態系機能の複合的観測と予測
連携
p 陸上，淡水，海洋生態系WG
p データ共有，知見共有，共同出版
会合等
p GEOSS-APシンポジウム, AOGEOシンポジウム
p APBONワークショップ（年1回）
p APBON Web seminar (2020～，1−2ヶ月毎)
（発表資料や記録は全てウェブサイトで公開）

APBON研究成果論文集（英文単行本）

日本生物多様性観測
ネットワーク
（2009年～）

APBON 2030年戦略計画

APBONパンフレットより

日本
中国
韓国
インドネシア

ミャンマー
ベトナム
フィリピン
米国（ハワイ）

タイ
マレーシア
ネパール
カンボジア

ASEAN生物多様性センター
ICIMOD

アジア太平洋
海洋生物多様性観測
ネットワーク（AP MBON）
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GEO BON／MBONの地域ネット
ワーク，APBONの海洋グループ
として2020年に設立。
事務局は海洋研究開発機構／国際
海洋海洋環境情報センター内。

JBON

http://www.esabii.biodic.go.jp/ap-bon/index.html


東南アジア森林の種多様性調査

生態学的・生物学的
重要地帯の特定

メコン川の魚類多様性に対する
ダムと温暖化の影響評価

生物多様性調査プロット

アジア太平洋生物多様性観測ネットワーク（APBON）

環境省推進費（S-9など）や
他の競争的資金により研究推進。
知見はIPBESにも貢献。
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https://www.gbif.org/

地球規模生物多様性情報機構（GBIF，JBIF）

OECDの勧告を経て、参加政府間の
覚書により2001年に発足
2022年6月現在、40正規参加国、
24準参加国、42準参加団体からなる
国際的なネットワーク

国立遺伝学
研究所

国立科学
博物館

国立環境
研究所

自然史博物館
大学博物館など
100以上の団体

研究機関
大学など

地球規模生物多様性情報機構

約20億件のオカレンス
(生物の出現記録)を含む
生物多様性情報基盤を
オープンアクセスで提供

文科省NBRP課題において遺伝研・科博・
国環研の3機関が運営
生物多様性情報のデータ収集および公開、
国内での普及活動など
日本のGBIF事業を担う組織

https://www.gbif.org/ja/
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データ公開の状況
Ø 欧州，米国を中心に進んでいる（大型ファンド，
観測インフラ化）

Ø 日本やアジアは遅れ気味（データの電子化に係
るリソース，言語の問題など）

Ø JaLTERは国際誌でデータペーパーカテゴリを
作り，論文編集とデータ格納/公開を担当

アジア地域の課題
Ø 言語，環境の多様性，研究キャパシティ，研究
ファンド支援や国際的枠組の構築（日本が主導
すべき状況）

長期生態学研究ネットワーク
https://www.ilter.network/ http://www.jalter.org/

生態系の構造・機能・分布の変化，及び人為影響を観測し，生態学的メカニズムの解明や将来変動予測の研
究を推進するための研究サイト・研究者のネットワーク。1993年に設立。現在は44の国・地域が加盟し，
700以上のLTERサイトが登録されている。観測データベースは各メンバー国・グループが整備して公開。
2017年にGEOにPOとして参画し，2017-2019 GEO Work ProgrammeのIn-situ観測タスクに貢献。

https://deims.org/ILTER観測サイト情報データベース
（GEOSS Portalへ接続）

第8期地球観測推進部会
（第3回）2019年9月13日

JaLTER
（共同代表：
柴田，村岡）

ILTER-EAP
東アジア太平島ネットワーク
（議長：村岡）

GEOSS Portalに接続

JaLTER DB
à DIASに接続

ILTER 44の国・地域
（代表：柴田）
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フラックス研究ネットワーク
（FLUXNET，AsiaFlux，JapanFlux）

FLUXNET2015 Dataset（2020年2月更新版）FLUXNET国際組織

FLUXNET運営委員会

(委員長; 市井(千葉大))

(委員長; 市井(千葉大))

アジアから3名
日本(市井), 
韓国,中国

[Pastorello et al. 2020; Scientific Data]

・Data Paper
・Open Data
・前処理統一化

FLUXNETとRegional Networkの動き
2022年より
NSF(米)予算下
国際ネットワーク
の強化

教育 データ構築 コミュニティ強化

データ公開が進んだ地域
Ø 米・欧州・豪州
（→観測インフラ＆データ公開義務）

データ公開の動きが加速
Ø データペーパーとしての出版
Ø AsiaFlux; 多様なコミュニティの難しさ
（→ 日本が主導すべきだが，リソース不足）

日本・アジアの
データは少ない

第8期地球観測推進部会
（第3回）2019年9月13日

陸域生態系と大気の間でのエネルギーや物質の交換速度（フラックス）の観測・評価・予測に関する研究ネッ
トワーク。欧州（1996年），米国（1997年），アジア地域（日本が中心，1999年。日本では1994年に観測
開始）で観測強化。世界規模のネットワークとしてデータ情報基盤を拡充。
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生物季節（フェノロジー）観測ネットワーク

http://pen.envr.tsukuba.ac.jp/ https://phenocam.sr.unh.edu/webcam/

PhenoCam（2008年～）Phenological Eyes Network, 
PEN（2003年～）
衛星観測データの地上検証および生態系の季節変動観測の連動を目的
とした観測システム。環境省地球環境研究総合推進費（S1）を機に，
JaLTERやJapanFluxの観測サイト等で設立。全天分光放射計，自動デ
ジタルカメラ，植物調査を融合。筑波大，産総研，岐阜大，国環研，
北大，JASMTEC，JAXAなど多数の大学・研究機関，研究者が連携。

陸上生態系のCO2フラックス観測に付随して，生態系の季節
性を観測するために自動撮影カメラを各地に設置した観測網。
ハーバード大学やAmeriFlux，NEONなど多数の大学や研究
機関，研究者が連携して運営。
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全球 生態系Research Infrastructure（GERI）
https://deims.org/networks/c3abdc60-49f1-49db-81fe-863b7dbb21d3

Loecher et al. (2022)

多様な観測によって局所～地域・大陸～全球規模での気候変動および陸上生態系の状態・変動を監視し，生態
系構造・機能の変化の機構解明を進めるとともに，データ・知見の環境関連政策利用を促進することを目的と
した生態系観測システムの全球規模システム『全球生態系観測インフラ（Global Ecosystem Research
Infrastructure）』。地球規模研究インフラストラクチャーに関するGroup of Senior Officials（GSO；
2008年のG7科学閣僚会合で設立合意）の第14回会合（2019年，上海）で公式GSO事例として承認された。

観測

データ集約・処理

アーカイブ

共有・公開利活用

（参考）
TERN (Terrestrial Ecosystem Research Network)
オーストラリア

【参加機関】
p National Ecological Observatory Network (NEON)，米国
p European Long Term Ecosystems, critical zone and socio-ecological systems 

Research Network (eLTER)，ドイツ/欧州
p Integrated Carbon Observation System (ICOS），フィンランド/欧州
p Terrestrial Ecosystem Research Network (TERN)，オーストラリア
p Chinese Ecosystem Research Network (CERN)，中国
p South Africa Ecological Observatory Network (SAEON)，南アフリカ

観測システム・
ネットワークを
国が支援
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GEO Work Programmeにおける関連分野のプログラム

GEO
Biodiversity 
Observation 
Network

GEO Wetlands Earth Observations 
for Ecosystem 
Accounting

Global Forest 
Observation Initiative

GEO-TREES

https://earthobservations.org/geoss_wp.php

12

https://earthobservations.org/geoss_wp.php


日本・アジア太平洋地域での連携の状況

https://www.nies.go.jp/biology/research/frame/policy.html

国立環境研究所 生物多様性連携研究拠点研究ネットワークのスケール間連携（例）

日本の研究者コミュニティが
東アジア・東南アジアの
ネットワーク化に貢献

共通のデータ・知見情報基盤の
構築は限定的

推進のための課題

◦ 観測・解析手法の標準化
◦ ワークショップや共同研究を通じた
コミュニティ構築，交流の継続

◦ キャパシティ・ビルディング，次世代
人材育成

◦ 各国・ローカルのネットワーク強化
◦ 言語や文化の多様性の考慮

◦ APBON：学術論文，英文書籍の共同
出版，会合での発表資料

◦ GBIF：グローバルなデータ情報基盤
◦ AsiaFlux：観測・データ解析手法の
標準化，共同データベース

◦ 地理的・時間的・分類学的なデータ
ギャップ

◦ 分野横断的な利活用のためのデータ
相互利用性（API）

◦ 各種観測技術の連携（衛星観測，
フィールド拠点，環境DNAなど）

◦ データ提供者のメリットの可視化，
市民連携（データ収集の強化）

◦ リソース（共有資金，人材，インフ
ラ），推進母体（事務局機能など），
連携支援体制

◦ 基礎研究と社会課題・政策課題を繋ぐ
仕組み・仕掛け（シーズ/ニーズの対
応関係，協働プラットフォーム）
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生物圏：
生物と環境の相互作用系

観測の推進とデータ・知見の利活用の課題（１）
『地球観測・予測データによるSDGsへの貢献』（中間とりまとめ，令和4年5月）
【課題と方向】で検討すべきこと

1．地球観測情報をデータ利
活用の現場に繋ぐ取組の強化

2．課題解決を志向した地球
観測インフラの長期性・継続
性の確保

３．予測情報の高精度化 ４．共通的・基盤的な取組の
推進とイノベーションへの貢
献

○ 観測現場とエンドユーザー
の接続（知見と課題の対応
関係，データバリュー
チェーンの分析，創出）

○ 価値への換算，指標化
○ 観測サイトや大学，研究機
関をハブとした取組

○ NbS, TNFDなどによる資
金の呼び込み

○ 生態系・生物多様性データ
や知見の多様性，広範性

○ 観測現場・コミュニティ，
ユーザーの連携や指標開発
の協働プラットフォーム
（フィールド観測拠点，
地上ー衛星観測の連動）

○ 長期戦略とリソース（研究
開発資金，人材など）

○ 生態系・生物多様性観測の
特性と情報基盤構造

○ 観測情報の時空間スケーリ
ング，予測技術

○ 先進科学技術の利用
○ 分野横断的な利活用のため
のデータ相互利用性
（API）

○ データ・知見の指標化とそ
の共創，多言語への対応

○ ファシリテーターの養成
○ 大学を活用したリテラシー
向上，人材育成，地域の環
境課題への対応

AOGEOシンポジウムでの分析結果
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観測の推進とデータ・知見の利活用の課題（２）
生物多様性・生態系機能に関する地球観測・予測データの利活用現場

①自然再生や保全，保護 ②Nature-based Solutions ③カーボンニュートラル ④産業・経済
［30by30，OECM，TNFD，TCFDなど］

観測，データ化，知見への変換，情報(指標)化 利活用
データ・知見・利活用の循環には，観測とデータ化，
知見創出，指標開発，情報基盤への登録など全ての段階への
投資が不可欠

学術的課題 利活用に関する課題
○ Post 2020 GBF，30by30目標に向けた観測・評価体制
○ 観測手法やデータフォーマットの多様性：長期・多地点データ
の多様なフォーマットのデジタル化，情報基盤化

○ アジア地域の環境や自然資源利用の特性を反映したEBVの開
発，カスタマイズ。ECV1やEOV2との連動 (1. Essential Climate 
Variables; 2. Essential Ocean Variables)

○ データから知見への変換（複雑系としての生態系，多様な社会
的・経済的価値）

○ 生態系情報を活用した環境評価の方法，仕組み（à指標化）
○ 衛星観測と地上観測の連携体制，フィールド観測拠点の拡充
○ 地域スケール，国際的観点での研究課題の創出と枠組み構築

○ 社会的・経済的価値への変換，生態系勘定（Ecosystem 
Accounting）

○ 生物多様性・生態系に対する社会の影響評価，予測
○ 社会による影響がさらに社会にもたらす影響の予測。時
間的，空間的な連関性の理解

○ データ，知見の可視化。天気図や天気予報のような社会
インフラ化

○ 科学と社会を繋ぐ知見，情報，人材，リテラシー
○ 国内・国際的な政策課題・ニーズと，研究体制・枠組み
の対応

共通課題（地球観測情報とデータ利活用現場の連携強化とその仕組みが必要）
○ 生物多様性データ活用のルールの整備（オープンデータ化の基準など）
○ 公開型データベース，知見ベースの整備・拡充。多様なデータフォーマットを支える情報科学・技術（観測のデータベース
化や情報基盤構築の設計，データ品質管理，人材，支援体制）。過去の情報の電子化，公開

○ 生態系サービスの予測モデル開発，社会・政策現場での意思決定支援ツールの開発
○ 各国・地域の言語によるデータや知見発表，共通言語への変換（à 各国現場での課題解決，国際連携）
○ 上記のような観測・電子データ化・情報基盤整備・利活用向けサービスの持続可能な循環を支える仕組みとリソース
○ 社会変革・生物多様性の主流化に向けた生物多様性やNbSに関する理解の社会的浸透への貢献 15



陸上生態系観測システム『マスターサイト』 衛星と地上観測，モデルの連携拠点

気候変動下の生態系・生物多様性の現状把握を広範な時空間スケールで観測・診断する研究・技術を発展・開発する
「フィールド拠点」à『マスターサイト（スーパーサイト）』

p 地上観測 生態系・生物多様性のメカニズム，及び大気や気象環境との関係の観測・研究
p 衛星観測 陸上生態系や地上部バイオマスの地理的分布と長期的変化の観測
p 数値モデル 生態系機能の諸メカニズムを時空間スケール横断的に解析。気候変動影響予測

『マスターサイト』で開発する観測技術や知見創出学術を全国の観測サイトに展開して，多様な地形・気候帯におけ
る生態系の網羅的な監視，広域・長期連続的な観測，予測を可能にし，社会の環境課題解決に貢献する。

à 地球観測インフラ化

Muraoka et al. (2012) APBON Book より

Muraoka (2018)

光合成，バイオマス，
炭素循環，フェノロジー

（参考） 第8期地球観測推進部会
（第3回，2019年9月13日）
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